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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,FC 1:50-1:100

Calculated MW: 85 kDa; Observed MW: 98 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	ポリコームグループ（PcG）タンパク質。PRC2/EED-EZH2複合体の触媒サブユニットであり、ヒストンH3のLys-9とLys-27をメチル化し、標的遺伝子の転写抑制に導く。ヒストンH3のLys-27をモノメチル化、ジメチル化、トリメチル化して、それぞれH3K27me1、H3K27me2、H3K27me3を形成する。EZH2を含む複合体と比較して、胚性幹細胞中に多く存在し、胚性幹細胞のアイデンティティと適切な分化に必要なH3K27me3の形成に重要な役割を果たす。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	KMT6 抗体を使用した HEK293 溶解物中の KMT6 / EZH2 のウエスタンブロット分析。
	

	KMT6 / EZH2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	KMT6 / EZH2 抗体を用いた Hela 中の KMT6 の免疫蛍光分析。

